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障害者権利条約に基づく被害者救済の意義

障
害
者
権
利
条
約
に
基
づ
く
被
害
者
救
済
の
意
義

尹　
　
　

仁　

河

一　

は
じ
め
に

　

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（Convention on the Rights of Persons w

ith D
isabilities, CRPD

, 

以
下
「
障
害
者
権
利
条
約
」

と
す
る
）
は
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
十
三
日
に
国
連
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
五
月
三
日
に
発
効
し
た
。
同
条
約
は
、

障
害
者
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
享
有
を
確
保
し
、
障
害
者
の
固
有
の
尊
厳
の
尊
重
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
障
害
者

の
権
利
の
実
現
の
た
め
の
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る（

（
（

。
同
条
約
は
諸
国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
の
障
害
者
団
体
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
働

に
よ
る
成
果
で
あ
る
。
同
条
約
の
採
択
過
程
は
、
“nothing about us w

ithout us
”を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
障
害
者
と
そ
の
団
体
が
条

約
起
草
に
直
接
参
加
し
た
、
国
連
史
上
最
も
包
摂
的
な
も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。

一　

は
じ
め
に

二　

障
害
者
権
利
条
約
に
関
わ
る
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例

三　

障
害
者
権
利
委
員
会
に
お
け
る
個
人
通
報
事
例

四　

お
わ
り
に



2

法学研究 94 巻 1 号（2021：1）
　

同
条
約
に
至
る
ま
で
は
、
国
連
は
障
害
者
に
つ
い
て
第
一
に
既
存
の
人
権
文
書
の
解
釈
適
用
を
試
み
る
こ
と
、
第
二
に
障
害
者
の

ニ
ー
ズ
と
権
利
に
主
眼
を
お
く
政
策
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
数
少
な
い
な
が
ら
も
発
展
さ
せ
る
こ
と
の
二
通
り
で
対
処
し
て
き
た（

（
（

。
例
を

挙
げ
れ
ば
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
以
下
「
社
会
権
規
約
」
と
す
る
）
の
委
員
会
は
一
般
的
意
見

（General Com
m

ent

）
第
五
（
一
九
九
四
年
）
に
お
い
て
、
社
会
権
規
約
は
障
害
者
に
つ
い
て
明
示
的
に
言
及
し
て
い
な
い
も
の
の
、

障
害
者
は
規
約
上
認
め
ら
れ
た
権
利
を
有
し
、
第
二
条
二
項
の
文
言
「
い
か
な
る
差
別
も
な
し
に
行
使
さ
れ
る
」
は
障
害
に
基
づ
く

差
別
に
も
適
用
さ
れ
る
と
表
明
し
て
い
た（

（
（

。

　

従
来
か
ら
国
際
人
権
条
約
に
は
一
九
六
六
年
社
会
権
規
約
並
び
に
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
以
下
「
自
由

権
規
約
」
と
す
る
）
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
障
害
者
権
利
条
約
は
被
害
者
救
済
に
新
た
な
意
義
を
も
た
ら
す
の
か
を
探
究
す
る
の
が
本

稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず
、
欧
州
人
権
裁
判
所
に
お
い
て
障
害
者
権
利
条
約
が
当
該
国
に
つ
い
て
発
効
す
る
前
か
ら
参
照
さ
れ
て
い

た
事
例
を
分
析
す
る
。
次
に
、
障
害
者
権
利
委
員
会
に
お
い
て
締
約
国
が
条
約
の
義
務
を
み
た
し
て
い
な
い
と
の
見
解
が
採
択
さ
れ

た
近
年
の
個
人
通
報
事
例
を
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。

二　

障
害
者
権
利
条
約
に
関
わ
る
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例

　

障
害
者
権
利
条
約
は
発
効
前
か
ら
欧
州
人
権
裁
判
所
（
以
下
「
裁
判
所
」
と
す
る
）
に
お
い
て
参
照
さ
れ
て
い
た
。
裁
判
所
は
、

問
題
と
な
る
国
に
つ
い
て
同
条
約
が
発
効
す
る
前
か
ら
、
判
決
文
に
て
同
条
約
に
言
及
し
、
規
定
を
引
用
し
て
い
る
。
以
下
、
判
例

を
検
討
す
る
。
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（
一
）
判
例

1
．Glor v. Sw

itzerland （
二
〇
〇
九
年
四
月
三
十
日
判
決
）（

（
（

　

申
立
人
で
あ
る
ス
イ
ス
国
民Sven Glor

は
糖
尿
病
の
た
め
兵
役
不
適
合
と
の
判
定
を
受
け
、
二
〇
〇
一
年
よ
り
兵
役
義
務
免
除

を
理
由
と
す
る
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
決
定
を
受
け
た
。
彼
は
こ
の
決
定
を
不
服
と
し
て
裁
判
で
争
っ
た
が
、
二
〇
〇
四

年
三
月
九
日
に
ス
イ
ス
連
邦
裁
判
所
は
彼
の
訴
え
を
斥
け
た
。
申
立
日
は
二
〇
〇
四
年
三
月
二
十
二
日
で
あ
る
。

　

裁
判
所
は
本
件
で
欧
州
人
権
条
約
第
八
条
（
私
生
活
及
び
家
族
生
活
が
尊
重
さ
れ
る
権
利
）
と
合
わ
せ
読
ん
だ
第
十
四
条
（
差
別
の

禁
止
）
違
反
を
認
定
し
た
。
八
条
の
「
私
生
活
」
と
い
う
文
言
に
は
個
人
の
身
体
の
一
体
性
（integrity

）
も
含
ま
れ
る
の
で
、
兵

役
不
適
合
ゆ
え
に
課
税
さ
れ
る
の
は
違
反
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

欧
州
人
権
条
約（

（
（

第
十
四
条

こ
の
条
約
に
定
め
る
権
利
及
び
自
由
の
享
有
は
、
性
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
的
意
見
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
若
し
く

は
社
会
的
出
身
、
国
内
少
数
者
集
団
へ
の
所
属
、
財
産
、
出
生
又
は
他
の
地
位
等
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
差
別
も
な
し
に
、
保
障
さ
れ
る
。

　

障
害
者
権
利
条
約
に
関
し
、
裁
判
所
は
「
障
害
者
を
差
別
的
待
遇
か
ら
保
護
す
る
必
要
性
に
関
し
て
欧
州
お
よ
び
世
界
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
あ
る
と
考
え
る
。
例
と
し
て
二
〇
〇
八
年
五
月
三
日
発
効
の
障
害
者
権
利
条
約
が
あ
る（

（
（

」
と
述
べ
た
。

　

被
告
国
ス
イ
ス
は
障
害
者
権
利
条
約
に
二
〇
一
四
年
四
月
十
五
日
加
入
し
た
。
本
事
案
発
生
時
に
は
同
条
約
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、

判
決
時
に
同
条
約
自
体
は
発
効
し
て
い
た
が
、
申
立
時
お
よ
び
判
決
時
に
ス
イ
ス
は
同
条
約
に
署
名
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

2
．A

lajos K
iss v. H

ungary

（
二
〇
一
〇
年
五
月
二
十
日
判
決
）（

（
（

　

申
立
人
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民A

lajos K
iss

は
精
神
障
害
を
理
由
に
二
〇
〇
五
年
五
月
に
裁
判
所
に
よ
っ
て
後
見
が
開
始
さ
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れ
た
た
め
、
選
挙
人
名
簿
か
ら
外
さ
れ
た
。
当
時
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
憲
法
に
は
成
年
被
後
見
人
は
選
挙
権
を
有
さ
な
い
旨
の
規
定
が

あ
っ
た
。
彼
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
異
議
申
立
を
行
な
っ
た
が
認
め
ら
れ
ず
、
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
も
訴
え
は
斥
け
ら
れ
た
。
彼

は
二
〇
〇
六
年
四
月
の
議
会
選
挙
に
投
票
が
で
き
な
か
っ
た
。
申
立
日
は
二
〇
〇
六
年
九
月
一
日
で
あ
る
。

　

裁
判
所
は
本
件
で
欧
州
人
権
条
約
第
一
議
定
書
第
三
条
（
自
由
選
挙
に
対
す
る
権
利
）
違
反
を
認
定
し
た
。

　

障
害
者
権
利
条
約
に
関
し
、
判
決
文
で
は
「
関
連
す
る
国
内
法
お
よ
び
考
慮
さ
れ
る
国
際
法
文
書
」
の
項
目
に
お
い
て
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
が
二
〇
〇
七
年
七
月
二
十
日
に
批
准
し
た
障
害
者
権
利
条
約
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
と
し
て
第
一
条
（
目
的
）、
第
十
二

条
（
法
律
の
前
に
ひ
と
し
く
認
め
ら
れ
る
権
利
）、
第
二
十
九
条
（
政
治
的
及
び
公
的
活
動
へ
の
参
加
）
を
引
用
し
て
い
る（

（
（

。

障
害
者
権
利
条
約
第
一
条
（
目
的
）

こ
の
条
約
は
、
全
て
の
障
害
者
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
完
全
か
つ
平
等
な
享
有
を
促
進
し
、
保
護
し
、
及
び
確
保
す
る

こ
と
並
び
に
障
害
者
の
固
有
の
尊
厳
の
尊
重
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

障
害
者
に
は
、
長
期
的
な
身
体
的
、
精
神
的
、
知
的
又
は
感
覚
的
な
機
能
障
害
で
あ
っ
て
、
様
々
な
障
壁
と
の
相
互
作
用
に
よ
り
他
の
者

と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
社
会
に
完
全
か
つ
効
果
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
妨
げ
得
る
も
の
を
有
す
る
者
を
含
む
。

　

第
十
二
条
（
法
律
の
前
に
ひ
と
し
く
認
め
ら
れ
る
権
利
）

1　

締
約
国
は
、
障
害
者
が
全
て
の
場
所
に
お
い
て
法
律
の
前
に
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
。

2　

締
約
国
は
、
障
害
者
が
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
い
て
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
法
的
能
力
を
享
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
。

3　

締
約
国
は
、
障
害
者
が
そ
の
法
的
能
力
の
行
使
に
当
た
っ
て
必
要
と
す
る
支
援
を
利
用
す
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
の
適
当
な
措
置
を

と
る
。

4　

締
約
国
は
、
法
的
能
力
の
行
使
に
関
連
す
る
全
て
の
措
置
に
お
い
て
、
濫
用
を
防
止
す
る
た
め
の
適
当
か
つ
効
果
的
な
保
障
を
国
際
人

権
法
に
従
っ
て
定
め
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
当
該
保
障
は
、
法
的
能
力
の
行
使
に
関
連
す
る
措
置
が
、
障
害
者
の
権
利
、
意
思
及
び
選
好
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を
尊
重
す
る
こ
と
、
利
益
相
反
を
生
じ
さ
せ
ず
、
及
び
不
当
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
、
障
害
者
の
状
況
に
応
じ
、
か
つ
、
適
合
す
る

こ
と
、
可
能
な
限
り
短
い
期
間
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
並
び
に
権
限
の
あ
る
、
独
立
の
、
か
つ
、
公
平
な
当
局
又
は
司
法
機
関
に
よ
る
定
期

的
な
審
査
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。
当
該
保
障
は
、
当
該
措
置
が
障
害
者
の
権
利
及
び
利
益
に
及
ぼ
す
影
響
の
程

度
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
。

5　

締
約
国
は
、
こ
の
条
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
障
害
者
が
財
産
を
所
有
し
、
又
は
相
続
し
、
自
己
の
会
計
を
管
理
し
、
及

び
銀
行
貸
付
け
、
抵
当
そ
の
他
の
形
態
の
金
融
上
の
信
用
を
利
用
す
る
均
等
な
機
会
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
平
等
の
権
利
を
確
保
す

る
た
め
の
全
て
の
適
当
か
つ
効
果
的
な
措
置
を
と
る
も
の
と
し
、
障
害
者
が
そ
の
財
産
を
恣
意
的
に
奪
わ
れ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
。

　

第
二
十
九
条
（
政
治
的
及
び
公
的
活
動
へ
の
参
加
）

締
約
国
は
、
障
害
者
に
対
し
て
政
治
的
権
利
を
保
障
し
、
及
び
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
こ
の
権
利
を
享
受
す
る
機
会
を
保
障
す
る

も
の
と
し
、
次
の
こ
と
を
約
束
す
る
。

（
a
）
特
に
次
の
こ
と
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
が
、
直
接
に
、
又
は
自
由
に
選
ん
だ
代
表
者
を
通
じ
て
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎

と
し
て
、
政
治
的
及
び
公
的
活
動
に
効
果
的
か
つ
完
全
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
障
害
者
が
投
票
し
、
及
び
選
挙
さ
れ
る
権
利

及
び
機
会
を
含
む
。）
を
確
保
す
る
こ
と
。〈
以
下
略
〉

（
b
）
障
害
者
が
、
差
別
な
し
に
、
か
つ
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
、
政
治
に
効
果
的
か
つ
完
全
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
積
極
的
に
促
進
し
、
及
び
政
治
へ
の
障
害
者
の
参
加
を
奨
励
す
る
こ
と
。〈
以
下
略
〉

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
障
害
者
権
利
条
約
に
二
〇
〇
七
年
三
月
三
十
日
署
名
、
同
年
七
月
二
十
日
批
准
し
た
。
事
案
発
生
時
お
よ
び
申
立

時
に
は
同
条
約
は
存
在
し
て
い
な
い
。
判
決
時
に
条
約
自
体
は
発
効
し
て
お
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
批
准
済
み
で
同
国
に
つ
い
て
も
発

効
し
て
い
る
。
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3
．Jasinskis v. Latvia （
二
〇
一
〇
年
十
二
月
二
十
一
日
判
決
）（

（1
（

　

申
立
人
は
ラ
ト
ビ
ア
国
民A

leksandrs Jasinskis

で
あ
る
。
彼
の
息
子V

aldis Jasinskis

（
一
九
六
二
年
生
ま
れ
）
は
聴
覚
障

害
者
で
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
二
月
二
十
八
日
に
死
亡
し
た
。
申
立
日
は
二
〇
〇
八
年
六
月
二
十
五
日
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
五
年
二
月
二
十
六
日
、V

aldis Jasinskis

は
友
人
と
参
加
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
で
階
段
か
ら
転
落
し
て
意
識
を
失
っ
た
。

警
察
と
救
急
車
が
呼
ば
れ
、
先
に
到
着
し
た
警
察
は
彼
を
単
な
る
泥
酔
者
と
み
て
、
救
急
車
を
待
た
ず
に
警
察
署
に
連
行
し
、
署
内

の
「
酔
い
覚
ま
し
部
屋
」
に
留
置
し
た
。
警
察
は
彼
が
聴
覚
障
害
者
で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る
ノ
ー
ト
パ
ッ
ド
を
取
り
上
げ
た
。
警
察
署
で
は
医
学
的
検
査
は
何
ら
行
わ
れ
ず
、
彼
は
壁
を
叩
い
た
が

無
視
さ
れ
た
。
彼
は
眠
り
に
つ
き
、
結
局
十
六
時
間
も
の
留
置
の
末
、
彼
の
父
親
の
要
求
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。

し
か
し
深
刻
な
状
況
で
あ
っ
た
彼
は
数
時
間
後
に
死
亡
し
た
。
死
因
は
頭
蓋
骨
お
よ
び
脳
の
複
合
的
損
傷
で
あ
っ
た
。

　

裁
判
所
は
本
件
で
欧
州
人
権
条
約
第
二
条
一
項
（
生
命
権
）
違
反
を
認
定
し
た
。

　

障
害
者
権
利
条
約
に
関
し
、
判
決
文
で
は
「
関
連
す
る
国
内
法
お
よ
び
国
際
法
の
規
定
」
の
項
目
に
お
い
て
、
ラ
ト
ビ
ア
が
二
〇

〇
八
年
七
月
十
八
日
署
名
、
二
〇
一
〇
年
三
月
一
日
批
准
し
た
と
し
て
同
条
約
第
十
四
条
二
項
を
引
用
し
て
い
る（

（1
（

。

障
害
者
権
利
条
約
第
十
四
条
（
身
体
の
自
由
及
び
安
全
）

二
項　

締
約
国
は
、
障
害
者
が
い
ず
れ
の
手
続
を
通
じ
て
自
由
を
奪
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
障
害
者
が
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基

礎
と
し
て
国
際
人
権
法
に
よ
る
保
障
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
並
び
に
こ
の
条
約
の
目
的
及
び
原
則
に
従
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と

（
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
よ
る
も
の
を
含
む
。）
を
確
保
す
る
。

　

裁
判
所
は
、「
留
置
さ
れ
た
人
は
傷
つ
き
や
す
い
立
場
に
置
か
れ
て
お
り
、
当
局
に
は
彼
を
保
護
す
る
義
務
が
あ
る
。
当
局
が
障

害
者
の
留
置
お
よ
び
留
置
の
継
続
を
決
定
し
た
と
き
は
、
障
害
者
の
特
別
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
条
件
を
確
保
す
る
特
別
の
ケ
ア
を
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（

（1
（

と
指
摘
し
た
。

　

被
告
国
ラ
ト
ビ
ア
は
障
害
者
権
利
条
約
に
二
〇
〇
八
年
七
月
十
八
日
署
名
、
二
〇
一
〇
年
三
月
一
日
批
准
し
た
。
事
案
発
生
時
に

は
同
条
約
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
申
立
時
に
は
ラ
ト
ビ
ア
は
署
名
も
し
て
い
な
い
が
、
判
決
時
に
は
批
准
済
み
で
あ
る
。
条
約
自
体

は
申
立
時
に
発
効
し
て
お
り
、
判
決
時
に
は
ラ
ト
ビ
ア
に
つ
い
て
も
発
効
し
て
い
る
。

4
．Stanev v. Bulgaria （
二
〇
一
二
年
一
月
十
七
日
判
決
）（

（1
（

　
　

申
立
人
で
あ
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
国
民Rusi K

osev Stanev

は
自
ら
の
意
思
に
反
し
て
施
設
に
入
居
さ
せ
ら
れ
た
精
神
障
害
者
で

あ
る
。
申
立
日
は
二
〇
〇
六
年
九
月
八
日
で
あ
る
。

　

彼
は
統
合
失
調
症
と
診
断
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
に
労
働
に
適
さ
な
い
と
の
宣
告
を
受
け
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
彼
の
継
母
と
異
母
妹

の
要
請
に
よ
り
、
裁
判
所
は
彼
を
成
年
被
後
見
人
（
行
為
能
力
が
一
部
制
限
さ
れ
る
）
と
し
た
。
彼
の
親
族
は
後
見
人
に
な
ろ
う
と
し

な
か
っ
た
た
め
、
地
元
の
公
務
員
が
後
見
人
に
指
名
さ
れ
た
。
後
見
人
は
彼
に
通
知
す
る
こ
と
な
く
精
神
障
害
者
施
設
へ
の
入
居
を

申
請
し
、
そ
の
結
果
二
〇
〇
二
年
に
彼
は
故
郷
か
ら
四
〇
〇
キ
ロ
離
れ
た
孤
立
し
た
施
設
に
入
居
さ
せ
ら
れ
、
彼
の
年
金
の
八
割
は

施
設
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
施
設
内
で
彼
は
動
き
回
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
明
示
の
許
可
な
し
に
は
外
出
が
許
さ
れ
な

か
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
と
二
〇
〇
五
年
に
彼
は
弁
護
士
を
通
じ
て
施
設
か
ら
出
た
い
と
い
う
願
望
を
表
明
し
、
検
察
官
お
よ
び
市
長

に
対
し
て
彼
の
行
為
能
力
回
復
を
請
願
し
た
が
拒
否
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
上
訴
し
た
が
斥
け
ら
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
弁

護
士
の
請
求
に
よ
り
新
た
に
診
察
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
彼
の
こ
れ
ま
で
の
診
断
結
果
は
不
正
確
で
あ
り
、
施
設
で
の
生
活
は
彼
の
精

神
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
た
め
、
地
域
社
会
へ
の
包
容
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。

　

裁
判
所
は
本
件
で
欧
州
人
権
条
約
第
五
条
（
身
体
の
自
由
及
び
安
全
に
対
す
る
権
利
）
一
項
・
四
項
・
五
項
、
六
条
一
項
（
公
正
な

裁
判
を
受
け
る
権
利
）、
並
び
に
三
条
（
拷
問
の
禁
止
）
単
独
の
違
反
及
び
十
三
条
（
効
果
的
な
救
済
を
受
け
る
権
利
）
と
合
わ
せ
読
ん
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だ
違
反
を
認
定
し
た
。

　

障
害
者
権
利
条
約
に
関
し
、
判
決
文
で
は
「
関
連
す
る
国
際
文
書
」
に
お
い
て
、
二
〇
〇
八
年
五
月
三
日
に
発
効
し
た
同
条
約
に

ブ
ル
ガ
リ
ア
は
二
〇
〇
七
年
九
月
二
十
七
日
署
名
し
、
現
時
点
で
未
批
准
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
同
条
約
の
第
十
二
条
と
第
十
四
条
を

引
用
し
て
い
る（

（1
（

。

　

裁
判
所
は
、「
あ
ら
ゆ
る
保
護
措
置
が
自
ら
の
意
思
を
表
明
で
き
る
当
事
者
自
身
の
願
望
を
最
大
限
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き

で
あ
る
。
当
事
者
の
意
見
を
聴
取
し
な
い
こ
と
は
、
傷
つ
き
や
す
い
人
の
権
利
の
行
使
を
害
し
妨
げ
る
状
況
を
作
出
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
当
事
者
と
の
事
前
協
議
な
し
に
と
ら
れ
た
い
か
な
る
措
置
も
原
則
と
し
て
厳
格
な
審
査
を
要
す
る
」（

（1
（

と
指
摘
し
、

「
精
神
障
害
者
の
保
護
に
関
す
る
国
際
文
書
が
当
事
者
に
な
る
べ
く
法
的
能
力
を
付
与
す
る
こ
と
を
ま
す
ま
す
重
視
し
て
い
る
点
を

記
し
て
お
く
義
務
が
あ
る
。
そ
の
関
連
で
裁
判
所
は
障
害
者
権
利
条
約
を
参
照
す
る
」（

（1
（

と
述
べ
た
。

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
は
本
判
決
後
二
〇
一
二
年
三
月
二
十
二
日
に
障
害
者
権
利
条
約
に
批
准
し
た
。
事
案
発
生
時
に
は
同
条
約
は
存
在
し

て
お
ら
ず
、
審
理
途
中
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
署
名
し
、
条
約
自
体
は
発
効
し
た
。
し
か
し
判
決
時
点
で
も
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
条
約
未
批
准

で
あ
っ
た
。

（
二
）
評
価

　

以
上
の
四
事
例
は
、
裁
判
所
が
問
題
と
な
る
国
に
つ
い
て
障
害
者
権
利
条
約
が
発
効
す
る
前
か
ら
、
判
決
文
に
て
同
条
約
に
言
及

し
、
規
定
を
引
用
し
た
例
で
あ
る
。
純
粋
に
条
約
が
創
設
し
た
規
定
の
義
務
で
あ
る
な
ら
、
法
的
拘
束
力
の
根
拠
は
条
約
の
み
で
あ

る
。
国
は
条
約
が
自
国
に
つ
い
て
発
効
し
た
後
の
行
為
に
つ
い
て
の
み
条
約
違
反
を
問
わ
れ
る
。
裁
判
所
は
欧
州
人
権
条
約
違
反
の

有
無
の
み
を
判
断
す
る
が
、
欧
州
人
権
条
約
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
障
害
者
権
利
条
約
を
考
慮
に
入
れ
た
。
こ
こ
で
は
第
一
に
、
裁
判

所
は
障
害
者
権
利
条
約
を
慣
習
法
ま
た
は
法
の
一
般
原
則
と
捉
え
て
い
た
の
か
を
、
第
二
に
条
約
署
名
国
の
義
務
を
考
察
す
る
。
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ま
ず
一
点
目
、
裁
判
所
は
障
害
者
権
利
条
約
を
い
か
な
る
法
源
と
捉
え
て
い
た
か
で
あ
る
。Glor v. Sw

itzerland

事
件
判
決
に

関
し
て
、
仮
に
ス
イ
ス
に
つ
い
て
障
害
者
権
利
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
日
以
降
も
違
反
と
な
る
事
実
が
継
続
し
て
い
る
な
ら
ば
、
裁

判
所
が
同
条
約
に
言
及
す
る
こ
と
は
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
、
本
事
案
発
生
時
に
は
障
害
者
権
利
条
約
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
申
立

時
お
よ
び
判
決
時
に
ス
イ
ス
は
同
条
約
に
署
名
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
裁
判
所
の
立
場
を
「
障
害
者
権
利
条
約
を
地
域

的
慣
習
法
と
捉
え
た
も
の
」（

（1
（

と
す
る
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
四
事
例
に
お
い
て
裁
判
所
は
慣
習
法
の
成
立
要
件
で
あ
る
一

般
慣
行
と
法
的
信
念
を
障
害
者
権
利
条
約
に
あ
て
は
め
て
検
討
す
る
こ
と
を
行
っ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
筆
者
は
裁
判
所
が
障
害
者
権
利
条
約
を
法
の
一
般
原
則
と
捉
え
て
い
た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
当
該
国
が
そ
の
時
点
に
お

い
て
同
条
約
上
の
義
務
を
負
う
か
否
か
と
は
無
関
係
に
、
裁
判
所
が
条
約
の
規
定
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
法
の
一
般
原
則

を
国
際
法
の
独
自
の
法
源
と
認
め
る
か
に
は
な
お
争
い
が
あ
る
が
、
裁
判
所
は
法
の
一
般
原
則
を
独
自
の
法
源
と
認
め
、
た
と
え
条

約
上
の
義
務
が
な
く
と
も
諸
国
に
法
的
拘
束
力
を
も
つ
と
す
る
立
場
を
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

国
際
司
法
裁
判
所
は
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
留
保
」
勧
告
的
意
見
（
一
九
五
一
年
）
に
お
い
て
、「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
根
底

を
な
す
原
則
は
文
明
国
に
認
め
ら
れ
た
原
則
と
し
て
、
た
と
え
条
約
上
の
義
務
が
な
く
と
も
諸
国
に
法
的
拘
束
力
を
も
つ
」（

（1
（

と
し
た
。

国
連
国
際
法
委
員
会
「
法
の
一
般
原
則
」
第
二
報
告
書
（
二
〇
二
〇
年
）
に
お
い
て
、
特
別
報
告
者M

arcelo V
ázquez-

Berm
údez

は
、「
国
際
司
法
裁
判
所
が
用
い
た
文
言
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
三
八
条
一
項
（
c
）
に
い
う
法
の
一
般
原
則

（〝
文
明
国
が
認
め
た
法
の
一
般
原
則
〟）
を
示
す
も
の
と
解
釈
で
き
る
」（

（1
（

と
説
明
し
て
い
る
。
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、
障
害
者
権
利
条

約
の
根
底
を
な
す
原
則
を
、
た
と
え
条
約
上
の
義
務
が
な
く
と
も
諸
国
に
法
的
拘
束
力
を
も
つ
も
の
と
認
定
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

大
森
正
仁
教
授
は
「
法
の
一
般
原
則
は
補
填
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
解
釈
機
能
や
形
成
機
能
を
も
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
法
の
一
般
原
則
が
条
約
や
慣
習
法
の
内
容
を
明
確
に
し
た
り
、
法
の
一
般
原
則
の
内
容
が
条
約
や
慣
習
法
の
規
定
内
容
と

な
り
う
る
」（

（2
（

と
指
摘
し
た
。
以
上
の
四
事
例
で
は
、
障
害
者
権
利
条
約
が
法
の
一
般
原
則
と
し
て
、
欧
州
人
権
条
約
の
内
容
を
明
確
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に
す
る
機
能
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。
実
際
にStanev v. Bulgaria

事
件
判
決
は
、
障
害
者
権
利
条
約
第
十
二
条
四
項
の
文
言

で
あ
る
「
意
思
及
び
選
好
」
と
密
接
に
関
連
さ
せ
て
、
当
事
者
の
施
設
入
居
に
つ
い
て
の
願
望
と
選
好
を
重
視
し
た
と
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る（

（2
（

。

　

次
に
二
点
目
、
条
約
署
名
国
の
義
務
と
は
「
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
を
失
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
行
わ
な
い
よ
う
に

す
る
」
義
務
で
あ
る
。

一
九
六
九
年
条
約
法
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
（
条
約
法
条
約
）
第
十
八
条

い
ず
れ
の
国
も
、
次
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
期
間
、
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
を
失
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
行
わ
な

い
よ
う
に
す
る
義
務
が
あ
る
。

（
ａ
）
批
准
、
受
諾
若
し
く
は
承
認
を
条
件
と
し
て
条
約
に
署
名
し
又
は
条
約
を
構
成
す
る
文
書
を
交
換
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
署
名
又
は

交
換
の
時
か
ら
条
約
の
当
事
国
と
な
ら
な
い
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
時
ま
で
の
間

　

条
約
法
条
約
第
十
八
条
の
義
務
は
、
一
般
慣
行
と
法
的
信
念
の
成
立
要
件
を
み
た
し
、
慣
習
国
際
法
で
あ
る（

（2
（

と
さ
れ
て
い
る
。

　

Stanev v. Bulgaria

事
件
判
決
に
お
い
て
裁
判
所
は
、「
障
害
者
権
利
条
約
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
二
〇
〇
七
年
九
月
二
十
七
日
署

名
し
、
判
決
時
点
で
未
批
准
で
あ
る
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、
同
条
約
の
第
十
二
条
と
第
十
四
条
を
引
用
し
た
。
審
理
途
中
に
ブ
ル

ガ
リ
ア
が
署
名
し
、
当
事
者
の
意
思
に
基
づ
か
な
い
施
設
入
居
が
継
続
し
て
い
た
た
め
、
署
名
国
に
は
「
障
害
者
権
利
条
約
の
趣
旨

及
び
目
的
を
失
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
」
義
務
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
と
い
え
よ
う
。



11

障害者権利条約に基づく被害者救済の意義

三　

障
害
者
権
利
委
員
会
に
お
け
る
個
人
通
報
事
例

　

障
害
者
権
利
条
約
の
選
択
議
定
書（

（2
（

は
個
人
通
報
制
度（

（2
（

を
規
定
す
る
。

第
一
条
［
個
人
通
報
に
つ
い
て
の
委
員
会
の
権
限
］（

（2
（

一
項　

こ
の
議
定
書
の
締
約
国
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
権
利
に
関
す
る
委
員
会
が
、
当
該
締
約
国
に
よ
る
条
約
規
定
の
侵
害
の
被
害
者
で
あ

る
と
主
張
す
る
当
該
締
約
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
個
人
若
し
く
は
集
団
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
通
報
又
は
こ
れ
ら
の
個
人
若
し
く
は
集
団
の
た

め
に
提
出
さ
れ
る
通
報
を
受
理
し
及
び
検
討
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
。

第
二
条
［
通
報
を
受
理
で
き
な
い
場
合
］

　
　

委
員
会
は
、
次
の
場
合
に
は
、
通
報
を
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
す
る
。

（
a
）
通
報
が
匿
名
で
あ
る
場
合

（
b
）
通
報
が
、
通
報
提
出
の
権
利
の
濫
用
を
構
成
す
る
場
合
、
又
は
条
約
の
規
定
と
両
立
し
な
い
場
合

（
c
）
同
一
の
事
案
が
、
委
員
会
に
よ
り
す
で
に
審
査
さ
れ
た
場
合
、
又
は
国
際
的
な
調
査
若
し
く
は
解
決
の
た
め
の
他
の
手
続
に
よ
り
審

査
さ
れ
た
か
若
し
く
は
審
査
さ
れ
て
い
る
場
合

（
d
）
利
用
可
能
な
す
べ
て
の
国
内
的
な
救
済
措
置
を
尽
く
し
て
い
な
い
場
合
。
た
だ
し
、
当
該
救
済
措
置
の
実
施
が
不
当
に
遅
延
す
る
場

合
又
は
効
果
的
な
救
済
を
も
た
ら
す
可
能
性
に
乏
し
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
e
）
通
報
が
、
明
ら
か
に
根
拠
を
欠
い
て
い
る
場
合
、
又
は
十
分
に
立
証
さ
れ
て
い
な
い
場
合

（
f
）
通
報
の
対
象
と
な
る
事
実
が
、
関
係
締
約
国
に
つ
い
て
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
前
に
発
生
し
た
場
合
。
た
だ
し
、
こ
の
議
定

書
が
効
力
を
生
じ
た
日
以
降
も
当
該
事
実
が
継
続
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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以
下
、
個
人
通
報
事
例
を
検
討
す
る
。

（
一
）Iuliia D

om
ina & M

ax Bendtsen v. D
enm

ark

（
二
〇
一
八
年
八
月
三
十
一
日
見
解
採
択
）（

（2
（

1
．
事
案
の
概
要

　

通
報
人Iuliia D

om
ina 

（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
籍
）
と M

ax Bendtsen

（
デ
ン
マ
ー
ク
国
籍
）
は
と
も
に
一
九
八
九
年
生
ま
れ
の
夫
婦

で
あ
り
、
二
人
の
間
に
は
二
〇
一
五
年
に
生
ま
れ
た
息
子
が
い
る
。Bendtsen

は
交
通
事
故
で
脳
障
害
を
負
い
、
雇
用
に
よ
り
生

計
を
維
持
で
き
な
い
た
め
二
〇
〇
九
年
五
月
か
ら
年
金
を
受
給
し
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
四
月
に
二
人
は
結
婚
し
、
五
月
に
婚
姻
に

基
づ
くD

om
ina

の
在
留
許
可
お
よ
び
家
族
統
合
を
申
請
し
た
が
、
八
月
に
デ
ン
マ
ー
ク
移
民
局
は
こ
れ
を
却
下
し
た
。
国
内
法
に

よ
る
と
、
在
留
許
可
を
申
請
す
る
者
の
配
偶
者
が
申
請
前
三
年
以
内
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と
き
は
家
族
統
合
の
た
め
の
在
留
許

可
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
移
民
局
上
訴
委
員
会
も
上
記
決
定
を
支
持
し
た
。
二
〇
一
五
年
十
二
月
、
東
部
高
等
裁
判
所
は
、

Bendtsen

が
障
害
を
理
由
に
経
済
的
要
件
を
み
た
せ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
障
害
を
理
由
に
障
害
者
権
利
条
約
二
十
三
条
の
権
利
を

享
受
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、〝
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
に
〟
す
る
同
条
約
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
。
し
か
し
二
〇
一
六
年
十

二
月
最
高
裁
判
所
は
、Bendtsen

は
特
別
に
柔
軟
な
雇
用
を
与
え
ら
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る
障

害
の
な
い
人
と
比
較
し
て
彼
が
差
別
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
同
条
約
違
反
は
な
い
と
判
示
し
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
は
障
害
者
権
利
条
約
に
二
〇
〇
七
年
三
月
三
十
日
署
名
し
、
二
〇
〇
九
年
七
月
二
十
四
日
批
准
し
た
。
個
人
通
報
制

度
を
定
め
る
同
条
約
選
択
議
定
書
に
は
二
〇
一
四
年
九
月
二
十
三
日
加
盟
し
て
い
る
。

2
．
適
用
条
文
と
見
解

　

障
害
者
権
利
委
員
会
は
本
通
報
に
つ
き
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
同
条
約
第
五
条
一
項
・
二
項
の
義
務
及
び
第
二
十
三
条
一
項
と
合
わ
せ
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読
ん
だ
義
務
を
み
た
さ
な
か
っ
た（

（2
（

と
の
見
解
を
採
択
し
た
。

障
害
者
権
利
条
約
第
五
条
（
平
等
及
び
無
差
別
）

1　

締
約
国
は
、
全
て
の
者
が
、
法
律
の
前
に
又
は
法
律
に
基
づ
い
て
平
等
で
あ
り
、
並
び
に
い
か
な
る
差
別
も
な
し
に
法
律
に
よ
る
平
等

の
保
護
及
び
利
益
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
。

2　

締
約
国
は
、
障
害
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
禁
止
す
る
も
の
と
し
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
差
別
に
対
し
て
も
平
等
か
つ
効
果
的
な

法
的
保
護
を
障
害
者
に
保
障
す
る
。

第
二
十
三
条
（
家
庭
及
び
家
族
の
尊
重
）

1　

締
約
国
は
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
、
婚
姻
、
家
族
、
親
子
関
係
及
び
個
人
的
な
関
係
に
係
る
全
て
の
事
項
に
関
し
、
障
害

者
に
対
す
る
差
別
を
撤
廃
す
る
た
め
の
効
果
的
か
つ
適
当
な
措
置
を
と
る
。
こ
の
措
置
は
、
次
の
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
a
）
婚
姻
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
年
齢
の
全
て
の
障
害
者
が
、
両
当
事
者
の
自
由
か
つ
完
全
な
合
意
に
基
づ
い
て
婚
姻
を
し
、
か
つ
、
家

族
を
形
成
す
る
権
利
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

見
解
は
ま
ず
第
二
条
の
差
別
の
定
義
を
確
認
す
る
。

　

第
二
条
（
定
義
）

　

こ
の
条
約
の
適
用
上
、〈
中
略
〉

　
「
障
害
に
基
づ
く
差
別
」
と
は
、
障
害
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
区
別
、
排
除
又
は
制
限
で
あ
っ
て
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
、

市
民
的
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
全
て
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
認
識
し
、
享
有
し
、
又

は
行
使
す
る
こ
と
を
害
し
、
又
は
妨
げ
る
目
的
又
は
効
果
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
障
害
に
基
づ
く
差
別
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
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（
合
理
的
配
慮
の
否
定
を
含
む
。）
を
含
む
。

　
〈
以
下
略
〉

そ
の
上
で
、
障
害
者
権
利
委
員
会
の
一
般
的
意
見
第
六
「
平
等
及
び
無
差
別
」（
二
〇
一
八
年
）
を
引
用
し
、「
い
か
な
る
差
別
も
禁

止
す
る
義
務
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
が
含
ま
れ
る
。
間
接
差
別
と
は
、
外
見
上
は
中
立
に
見
え
る
が
障
害
者
に
均
衡
を
失
す

る
ほ
ど
の
否
定
的
影
響
を
与
え
る
法
、
政
策
、
慣
行
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
外
見
上
ア
ク
セ
ス
可
能
な
機
会
が
、
現
実
に
は
自
身
の

地
位
の
た
め
に
そ
の
機
会
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
特
定
の
人
々
が
除
外
さ
れ
る
と
き
に
起
こ
る
」（

（2
（

と
認
め

た
。

3
．
評
価

　

障
害
者
権
利
条
約
第
二
十
三
条
に
つ
い
て
は
、「
一
項
（
a
）
は
、
障
害
者
が
そ
の
権
利
を
行
使
す
る
の
を
困
難
に
す
る
慣
行
に

よ
っ
て
も
違
反
さ
れ
う
る
。
障
害
者
の
婚
姻
を
妨
げ
る
も
の
は
な
い
と
し
て
も
、
彼
ら
は
経
済
的
、
身
体
的
及
び
態
度
に
よ
る
障
壁

並
び
に
支
援
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
欠
如
に
直
面
し
、
そ
の
こ
と
が
家
族
を
形
成
す
る
こ
と
を
阻
害
す
る
」（

（2
（

と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
障
害
者

の
雇
用
及
び
貧
困
の
問
題
が
本
事
例
に
も
現
れ
て
い
る
。
本
見
解
は
、「
障
害
者
が
第
二
十
三
条
の
権
利
を
完
全
か
つ
効
果
的
に
行

使
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
締
約
国
は
家
族
生
活
に
関
す
る
差
別
及
び
障
壁
を
除
去
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
と
る
積
極
的

義
務
を
負
う
」（

（3
（

こ
と
を
確
認
し
た
と
評
価
で
き
る
。
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（
二
）M

unir al Adam
 v. Saudi Arabia

（
二
〇
一
八
年
九
月
二
十
日
見
解
採
択
）（

（3
（

1
．
事
案
の
概
要

　

通
報
人
は
右
耳
に
聴
覚
障
害
が
あ
る
二
十
三
歳
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
人
男
性
で
あ
る
。
彼
は
二
〇
一
二
年
四
月
に
逮
捕
さ
れ
、
警

察
署
に
て
度
重
な
る
拷
問
を
受
け
、
数
日
間
歩
行
困
難
に
な
っ
た
。
警
察
署
で
の
二
週
間
留
置
後
、
彼
は
捜
査
総
局
に
移
送
さ
れ
、

独
房
監
禁
の
も
と
さ
ら
な
る
拷
問
を
受
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
彼
の
聴
力
は
悪
化
し
た
。
四
カ
月
半
後
、
当
局
は
軍
の
病
院
に
て
彼
に

検
診
を
受
け
さ
せ
た
。
医
師
は
、
彼
の
聴
力
が
悪
化
し
て
お
り
緊
急
手
術
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
が
、
当
局
は
何
も
し
な
か
っ
た
。

六
カ
月
後
に
や
っ
と
再
び
診
察
を
受
け
る
と
彼
の
右
耳
の
聴
力
は
永
久
に
失
わ
れ
て
い
た
。

　

二
〇
一
二
年
四
月
の
逮
捕
以
来
、
彼
は
弁
護
人
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
二
〇
一
六
年
九
月
に
彼
は
首
都
リ

ヤ
ド
に
あ
る
特
別
刑
事
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ
、
死
刑
が
求
刑
さ
れ
た
。
彼
は
弁
護
人
を
選
任
で
き
る
と
さ
れ
た
が
、
実
際
に
連
絡
を

と
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
当
局
は
彼
の
抑
留
を
続
け
た
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
障
害
者
権
利
条
約
及
び
同
条
約
選
択
議
定
書
に
二
〇
〇
八
年
六
月
二
十
四
日
加
入
し
て
い
る
。

2
．
適
用
条
文
と
見
解

　

障
害
者
権
利
委
員
会
は
本
通
報
に
つ
き
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
同
条
約
第
十
三
条
一
項
の
単
独
の
義
務
及
び
第
四
条
、
十
五
条
、

十
六
条
、
二
十
五
条
と
合
わ
せ
読
ん
だ
義
務
を
み
た
さ
な
か
っ
た（

（3
（

と
の
見
解
を
採
択
し
た
。

第
十
三
条
（
司
法
手
続
の
利
用
の
機
会
）

1　

締
約
国
は
、
障
害
者
が
全
て
の
法
的
手
続
（
捜
査
段
階
そ
の
他
予
備
的
な
段
階
を
含
む
。）
に
お
い
て
直
接
及
び
間
接
の
参
加
者
（
証

人
を
含
む
。）
と
し
て
効
果
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
、
手
続
上
の
配
慮
及
び
年
齢
に
適
し
た
配
慮
が
提
供
さ
れ
る
こ
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と
等
に
よ
り
、
障
害
者
が
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
司
法
手
続
を
利
用
す
る
効
果
的
な
機
会
を
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

第
四
条
（
一
般
的
義
務
）

1　

締
約
国
は
、
障
害
に
基
づ
く
い
か
な
る
差
別
も
な
し
に
、
全
て
の
障
害
者
の
あ
ら
ゆ
る
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
完
全
に
実
現
す
る
こ

と
を
確
保
し
、
及
び
促
進
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
こ
の
た
め
、
締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
約
束
す
る
。

（
a
）　

こ
の
条
約
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
権
利
の
実
現
の
た
め
、
全
て
の
適
当
な
立
法
措
置
、
行
政
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
こ
と
。

（
b
）　

障
害
者
に
対
す
る
差
別
と
な
る
既
存
の
法
律
、
規
則
、
慣
習
及
び
慣
行
を
修
正
し
、
又
は
廃
止
す
る
た
め
の
全
て
の
適
当
な
措
置

（
立
法
を
含
む
。）
を
と
る
こ
と
。

（
c
）　

全
て
の
政
策
及
び
計
画
に
お
い
て
障
害
者
の
人
権
の
保
護
及
び
促
進
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
。

（
d
）　

こ
の
条
約
と
両
立
し
な
い
い
か
な
る
行
為
又
は
慣
行
も
差
し
控
え
る
こ
と
。
ま
た
、
公
の
当
局
及
び
機
関
が
こ
の
条
約
に
従
っ
て
行

動
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

（
e
）　

い
か
な
る
個
人
、
団
体
又
は
民
間
企
業
に
よ
る
障
害
に
基
づ
く
差
別
も
撤
廃
す
る
た
め
の
全
て
の
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
。〈
以

下
略
〉

5　

こ
の
条
約
は
、
い
か
な
る
制
限
又
は
例
外
も
な
し
に
、
連
邦
国
家
の
全
て
の
地
域
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
十
五
条
（
拷
問
又
は
残
虐
な
、
非
人
道
的
な
若
し
く
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
若
し
く
は
刑
罰
か
ら
の
自
由
）

1　

い
か
な
る
者
も
、
拷
問
又
は
残
虐
な
、
非
人
道
的
な
若
し
く
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
若
し
く
は
刑
罰
を
受
け
な
い
。
特
に
、
い
か

な
る
者
も
、
そ
の
自
由
な
同
意
な
し
に
医
学
的
又
は
科
学
的
実
験
を
受
け
な
い
。

2　

締
約
国
は
、
障
害
者
が
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
、
拷
問
又
は
残
虐
な
、
非
人
道
的
な
若
し
く
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い

若
し
く
は
刑
罰
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
全
て
の
効
果
的
な
立
法
上
、
行
政
上
、
司
法
上
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
。
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第
十
六
条
（
搾
取
、
暴
力
及
び
虐
待
か
ら
の
自
由
）

1　

締
約
国
は
、
家
庭
の
内
外
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
搾
取
、
暴
力
及
び
虐
待
（
性
別
に
基
づ
く
も
の
を
含
む
。）
か
ら
障
害
者
を
保

護
す
る
た
め
の
全
て
の
適
当
な
立
法
上
、
行
政
上
、
社
会
上
、
教
育
上
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
。〈
以
下
略
〉

第
二
十
五
条
（
健
康
）

　

締
約
国
は
、
障
害
者
が
障
害
に
基
づ
く
差
別
な
し
に
到
達
可
能
な
最
高
水
準
の
健
康
を
享
受
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
締
約

国
は
、
障
害
者
が
性
別
に
配
慮
し
た
保
健
サ
ー
ビ
ス
（
保
健
に
関
連
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
。）
を
利
用
す
る
機
会
を
有
す

る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
全
て
の
適
当
な
措
置
を
と
る
。〈
以
下
略
〉

3
．
評
価

　

本
件
で
は
通
報
の
受
理
可
能
性
に
つ
い
て
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
選
択
議
定
書
二
条
（
c
）
国
連
の
「
超
法
規
的
、
略
式
、
又
は

恣
意
的
な
処
刑
」
に
関
す
る
特
別
報
告
者
に
よ
る
調
査
が
あ
る
点
、（
d
）
国
内
救
済
が
完
了
し
て
い
な
い
点
な
ど
で
争
っ
た
が
、

委
員
会
は
受
理
可
能
と
し
た
。（
c
）
に
つ
い
て
は
、
国
連
人
権
理
事
会
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
、
人
権
条
約
外
の
手
続
又
は
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
「
同
一
の
事
案
が
国
際
的
な
調
査
若
し
く
は
解
決
の
た
め
の
他
の
手
続
に
よ
り
審
査
さ
れ
て
い
る
場
合
」（
二
条
（
c
））
に

該
当
し
な
い
と
し
、（
d
）
に
つ
い
て
は
、
効
果
的
か
つ
利
用
可
能
な
国
内
救
済
手
段
が
存
在
し
な
い
と
、
委
員
会
は
判
断
し
た
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
他
の
国
際
人
権
条
約
の
個
人
通
報
制
度
に
は
加
盟
し
て
い
な
い
。
拷
問
禁
止
条
約
に
は
一
九
九
七
年
九
月
二

十
三
日
に
加
入
し
た
が
、
同
条
約
二
十
二
条
が
規
定
す
る
個
人
通
報
制
度
を
認
め
る
宣
言
を
行
っ
て
い
な
い
。
障
害
者
権
利
条
約
の

み
個
人
通
報
制
度
に
加
盟
し
て
い
る（

（3
（

。
自
由
権
規
約
の
内
容
で
あ
る
司
法
手
続
及
び
拷
問
禁
止
条
約
の
内
容
で
あ
る
拷
問
と
関
連
付

け
た
こ
う
し
た
個
人
通
報
は
、
同
国
に
は
想
定
外
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

委
員
会
が
本
件
で
障
害
者
権
利
条
約
第
十
三
条
一
項
の
単
独
の
義
務
及
び
第
四
条
、
十
五
条
、
十
六
条
、
二
十
五
条
と
合
わ
せ
読
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ん
だ
義
務
を
み
た
さ
な
か
っ
た
と
し
た
こ
と
は
、
同
条
約
に
よ
る
他
の
国
際
人
権
条
約
の
内
容
を
も
包
含
し
た
救
済
の
可
能
性
を
示

し
て
お
り
、
画
期
的
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

　

障
害
者
権
利
条
約
第
十
三
条
（
司
法
手
続
の
利
用
の
機
会
）
は
、「
合
わ
せ
読
む
こ
と
の
で
き
る
最
も
明
確
な
規
定
は
第
五
条
の
無

差
別
規
定
で
あ
る
。
第
十
三
条
の
包
括
的
な
義
務
は
、〝
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
〟
司
法
手
続
を
利
用
す
る
効
果
的
な
機

会
を
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
義
務
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」（

（3
（

と
指
摘
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
諸
手
続
が
「
被
疑
者
が
確
実
に
理
解

で
き
る
よ
う
、
障
害
の
種
類
に
応
じ
た
適
切
な
方
法
に
よ
る
べ
き
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
者
の
場
合
は
、
口
頭

に
よ
る
被
疑
事
実
の
要
旨
の
告
知
に
加
え
て
、
中
立
の
手
話
通
訳
者
や
筆
記
に
よ
る
理
由
の
告
知
が
必
要
で
あ
る
」（

（3
（

。

　

障
害
者
権
利
委
員
会
は
一
般
的
意
見
第
一
「
法
律
の
前
に
ひ
と
し
く
認
め
ら
れ
る
権
利
」（
二
〇
一
四
年
）
に
お
い
て
、
以
下
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
た
。

〝
無
差
別
〟
に
は
、
法
的
能
力
の
行
使
に
当
た
っ
て
合
理
的
配
慮
を
受
け
る
権
利
が
含
ま
れ
る
。〝
合
理
的
配
慮
〟
と
は
、
条
約
第
二
条
が

〝
障
害
者
が
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
全
て
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
享
有
し
、
又
は
行
使
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要

か
つ
適
当
な
変
更
及
び
調
整
で
あ
っ
て
、
特
定
の
場
合
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
均
衡
を
失
し
た
又
は
過
度
の
負
担

を
課
さ
な
い
も
の
を
い
う
。〟
と
定
義
す
る
。
法
的
能
力
を
行
使
す
る
に
当
た
っ
て
の
合
理
的
配
慮
を
受
け
る
権
利
は
、
法
的
能
力
を
行
使

す
る
た
め
の
支
援
を
受
け
る
権
利
と
は
別
個
で
あ
り
、
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。
締
約
国
は
、
障
害
者
が
法
的
能
力
を
行
使
す
る
に

当
た
っ
て
、
必
要
か
つ
適
当
な
変
更
及
び
調
整
を
行
う
義
務
を
負
う（

（3
（

。

　

本
見
解
は
、「〝
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
〟
と
い
う
文
言
が
「
法
的
能
力
、
司
法
手
続
の
利
用
の
機
会
、
身
体
の
自
由
を

規
定
す
る
条
約
第
十
二
条
、
十
三
条
、
十
四
条
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
」（

（3
（

実
例
と
し
て
評
価
で
き
る
。
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（
三
）V.F.C

. v. Spain （
二
〇
一
九
年
四
月
二
日
見
解
採
択
）（

（3
（

1
．
事
案
の
概
要

　

通
報
人V

.F.C. 

は
一
九
七
九
年
生
ま
れ
の
ス
ペ
イ
ン
国
民
で
あ
る
。
彼
は
二
〇
〇
九
年
五
月
に
交
通
事
故
で
負
傷
し
、
永
続
的

な
運
動
機
能
障
害
を
負
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
七
月
二
十
日
ス
ペ
イ
ン
労
働
・
移
民
省
の
決
定
に
よ
り
彼
は
地
元
の
警
察
を
辞
職
さ
せ

ら
れ
た
。
七
月
三
十
日
彼
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
当
局
に
対
し
て
彼
の
障
害
に
見
合
っ
た
ポ
ス
ト
へ
の
配
置
転
換
を
要
請
し
た
が
、
九
月

十
五
日
却
下
さ
れ
た
。
二
〇
一
一
年
三
月
十
四
日
に
彼
は
行
政
訴
訟
を
提
起
し
、
一
部
勝
訴
し
た
。
二
〇
一
二
年
七
月
に
は
バ
ル
セ

ロ
ナ
市
当
局
が
カ
タ
ル
ニ
ャ
高
等
裁
判
所
へ
控
訴
し
、
二
〇
一
三
年
高
裁
は
市
当
局
の
主
張
を
支
持
し
た
。
二
〇
一
三
年
九
月
に
彼

は
憲
法
裁
判
所
に
提
訴
し
た
が
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
斥
け
ら
れ
た
。
二
〇
一
五
年
四
月
に
彼
は
欧
州
人
権
裁
判
所
に
提
訴
し
た
が
、

同
年
六
月
受
理
不
可
能
と
さ
れ
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
は
障
害
者
権
利
条
約
及
び
同
条
約
選
択
議
定
書
に
二
〇
〇
七
年
三
月
三
十
日
署
名
し
、
同
年
十
二
月
三
日
批
准
し
た
。

2
．
適
用
条
文
と
見
解

　

障
害
者
権
利
委
員
会
は
本
通
報
に
つ
き
、
ス
ペ
イ
ン
が
同
条
約
第
二
十
七
条
（
a
）（
b
）（
e
）（
g
）（
i
）（
k
）
単
独
の
義

務
、
並
び
に
第
三
条
（
a
）（
b
）（
c
）（
d
）（
e
）、
第
四
条
一
項
（
a
）（
b
）（
d
）
及
び
五
項
、
第
五
条
一
、
二
、
三
項
と

合
わ
せ
読
ん
だ
義
務
を
み
た
さ
な
か
っ
た（

（3
（

と
の
見
解
を
採
択
し
た
。

第
二
十
七
条
（
労
働
及
び
雇
用
）

1　

締
約
国
は
、
障
害
者
が
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
労
働
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
こ
の
権
利
に
は
、
障
害

者
に
対
し
て
開
放
さ
れ
、
障
害
者
を
包
容
し
、
及
び
障
害
者
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
労
働
市
場
及
び
労
働
環
境
に
お
い
て
、
障
害
者
が
自
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由
に
選
択
し
、
又
は
承
諾
す
る
労
働
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
る
機
会
を
有
す
る
権
利
を
含
む
。
締
約
国
は
、
特
に
次
の
こ
と
の
た
め
の
適
当

な
措
置
（
立
法
に
よ
る
も
の
を
含
む
。）
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
に
つ
い
て
の
障
害
者
（
雇
用
の
過
程
で
障
害
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ

た
者
を
含
む
。）
の
権
利
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
し
、
及
び
促
進
す
る
。

（
a
）
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
雇
用
に
係
る
全
て
の
事
項
（
募
集
、
採
用
及
び
雇
用
の
条
件
、
雇
用
の
継
続
、
昇
進
並
び
に
安
全
か
つ
健
康
的
な

作
業
条
件
を
含
む
。）
に
関
し
、
障
害
に
基
づ
く
差
別
を
禁
止
す
る
こ
と
。

（
b
）
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
、
公
正
か
つ
良
好
な
労
働
条
件
（
均
等
な
機
会
及
び
同
一
価
値
の
労
働
に
つ
い
て
の
同
一
報
酬
を

含
む
。）、
安
全
か
つ
健
康
的
な
作
業
条
件
（
嫌
が
ら
せ
か
ら
の
保
護
を
含
む
。）
及
び
苦
情
に
対
す
る
救
済
に
つ
い
て
の
障
害
者
の
権
利

を
保
護
す
る
こ
と
。

（
e
）
労
働
市
場
に
お
い
て
障
害
者
の
雇
用
機
会
の
増
大
を
図
り
、
及
び
そ
の
昇
進
を
促
進
す
る
こ
と
並
び
に
職
業
を
求
め
、
こ
れ
に
就
き
、

こ
れ
を
継
続
し
、
及
び
こ
れ
に
復
帰
す
る
際
の
支
援
を
促
進
す
る
こ
と
。

（
g
）
公
的
部
門
に
お
い
て
障
害
者
を
雇
用
す
る
こ
と
。

（
i
）
職
場
に
お
い
て
合
理
的
配
慮
が
障
害
者
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

（
k
）
障
害
者
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
職
業
の
保
持
及
び
職
場
復
帰
計
画
を
促
進
す
る
こ
と
。

第
三
条　

一
般
原
則

　

こ
の
条
約
の
原
則
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
a
）
固
有
の
尊
厳
、
個
人
の
自
律
（
自
ら
選
択
す
る
自
由
を
含
む
。）
及
び
個
人
の
自
立
の
尊
重

（
b
）
無
差
別

（
c
）
社
会
へ
の
完
全
か
つ
効
果
的
な
参
加
及
び
包
容

（
d
）
差
異
の
尊
重
並
び
に
人
間
の
多
様
性
の
一
部
及
び
人
類
の
一
員
と
し
て
の
障
害
者
の
受
入
れ

（
e
）
機
会
の
均
等
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前
掲
第
四
条
（
一
般
的
義
務
）

前
掲
第
五
条
（
平
等
及
び
無
差
別
）
一
項
、
二
項

　
　

三
項　

締
約
国
は
、
平
等
を
促
進
し
、
及
び
差
別
を
撤
廃
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
合
理
的
配
慮
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る

た
め
の
全
て
の
適
当
な
措
置
を
と
る
。

3
．
評
価

　

本
件
で
は
受
理
可
能
性
に
つ
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
が
選
択
議
定
書
二
条
（
c
）
欧
州
人
権
裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
た
点
で
争
っ
た
が
、

委
員
会
は
受
理
可
能
と
し
た
。
欧
州
人
権
裁
判
所
が
本
案
に
関
し
て
全
く
検
討
す
る
こ
と
な
く
受
理
不
可
能
と
判
断
し
た
と
き
に
は

「
同
一
の
事
案
が
国
際
的
な
調
査
若
し
く
は
解
決
の
た
め
の
他
の
手
続
に
よ
り
審
査
さ
れ
た
場
合
」
に
該
当
し
な
い
と
い
う
も
の
で

あ
る（

（4
（

。

　

本
見
解
で
は
、
障
害
者
権
利
条
約
第
二
十
七
条
の
検
討
に
あ
た
り
、
障
害
者
権
利
委
員
会
の
一
般
的
意
見
第
六
の
一
節
「
事
実
上

の
平
等
を
達
成
す
る
た
め
、
締
約
国
は
労
働
及
び
雇
用
に
関
し
て
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
が
な
い
よ
う
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」（

（4
（

が
引
用
さ
れ
た
。
同
条
は
「
国
際
人
権
条
約
で
初
め
て
、
能
力
を
理
由
と
す
る
差
別
の
定
義
に
お
い
て
合
理
的
配
慮
の
否
定
を

含
め
る
こ
と
に
よ
り
、
無
差
別
原
則
を
革
新
さ
せ
た
」（

（4
（

と
注
目
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
。

　

障
害
者
権
利
条
約
は
自
由
権
と
社
会
権
を
一
体
化
さ
せ
る（

（4
（

も
の
と
分
析
さ
れ
て
き
た
が
、
本
見
解
が
第
二
十
七
条
（
a
）（
b
）

（
e
）（
g
）（
i
）（
k
）
単
独
の
義
務
、
並
び
に
第
三
条
（
a
）（
b
）（
c
）（
d
）（
e
）、
第
四
条
一
項
（
a
）（
b
）（
d
）
及

び
五
項
、
第
五
条
一
、
二
、
三
項
と
合
わ
せ
読
ん
だ
義
務
と
判
断
し
た
こ
と
は
、
そ
の
証
左
と
い
え
よ
う
。
本
見
解
は
、
障
害
者
権

利
委
員
会
の
一
般
的
意
見
第
六
が
述
べ
た
「
平
等
を
促
進
し
、
差
別
を
撤
廃
す
る
こ
と
は
、
条
約
が
保
障
す
る
す
べ
て
の
権
利
を
横

断
す
る
、
即
時
実
施
義
務
で
あ
る
」（

（4
（

実
例
と
し
て
評
価
で
き
る
。
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四　

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
障
害
者
権
利
条
約
に
関
わ
る
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
及
び
障
害
者
権
利
委
員
会
に
お
け
る
個
人
通
報
事
例
の

分
析
を
通
し
て
、
同
条
約
が
被
害
者
救
済
に
も
た
ら
し
た
意
義
を
検
討
し
た
。

　

世
界
保
健
機
関
（W

orld H
ealth O

rganization, W
H

O

）
の
発
表
で
は
、
世
界
人
口
の
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
す
な
わ
ち
約
十
億
人
が

何
ら
か
の
形
態
の
障
害
を
有
し
て
い
る（

（4
（

。
大
森
正
仁
教
授
は
、
障
害
者
権
利
条
約
が
日
本
に
つ
い
て
発
効
す
る
二
〇
一
四
年
に
、

「
各
国
に
お
い
て
障
害
を
有
し
て
い
る
人
た
ち
を
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
き
た
の
か
に
は
長
い
歴
史
が
あ
る
。
ま
た
文
化
的

な
差
異
も
存
在
す
る
中
で
、
こ
の
条
約
が
採
択
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い（

（4
（

。」
と
指
摘
し
た
。
各
国
が
歴
史
的
、
文
化
的
背
景
の
み
な

ら
ず
、
財
政
状
況
を
理
由
に
自
国
内
で
同
条
約
を
十
分
実
施
で
き
て
い
な
い
現
状
に
あ
っ
て
、〝
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
〟

い
る
同
条
約
の
規
定
の
文
言
は
、
こ
れ
か
ら
も
被
害
者
救
済
の
た
め
に
繰
り
返
し
援
用
さ
れ
、
一
層
大
き
な
意
義
を
確
立
し
て
ゆ
く

だ
ろ
う
。

（
1
）　

日
本
国
外
務
省
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」［https://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/gaiko/jinken/index_shogaisha.
htm

l

］　
（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
七
日
）。
日
本
国
は
二
〇
〇
七
年
九
月
二
十
八
日
に
同
条
約
に
署
名
し
、
二
〇
一
四
年

一
月
二
十
日
に
批
准
書
を
寄
託
、
同
年
二
月
十
九
日
に
同
条
約
は
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
発
生
し
た
。
二
〇
二
〇
年
十
一
月
現
在
、
一

八
二
カ
国
（European U

nion

を
含
む
）
が
同
条
約
に
加
盟
し
て
い
る
。U

N
 Enable 

［https://w
w

w
.un.org/developm

ent/
desa/disabilities/convention-on-the-rights-of-persons-w

ith-disabilities.htm
l

］, U
nited N

ations T
reaty Collection, 

M
ultilateral T

reaties D
eposited w

ith the Secretary-General, Convention on the Rights of Persons w
ith D

isabilities 

［https://treaties.un.org/Pages/V
iew

D
etails.aspx?src=T

REA
T

Y
&

m
tdsg_no=IV

-15&
chapter=4&

clang=_en

］（last 
visited 17 N

ovem
ber 2020

）.

（
2
）　A

rlene S. K
anter, T

he Prom
ise and Challenge of the U

nited N
ations Convention on the rights of Persons w

ith 
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（
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）, General Com
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o.5 

（1994
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N

 D
oc. 
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RI/GEN

/1/Rev. 8.

（
5
）　European Court of H

um
an Rights, Glor v. Sw

itzerland （A
pp.N

o. 13444/04

） （Judgm
ent, 30 A

pril 2009

）

（
6
）　

訳
文
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岩
沢
雄
司
・
植
木
俊
哉
・
中
谷
和
弘
編
『
国
際
条
約
集 

二
〇
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〇
年
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
）
に
よ
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た
。

（
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）　Glor v. Sw

itzerland, supra note 5, para.53.

（
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）　European Court of H
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an Rights, A
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iss v. H

ungary （A
pp.N

o. 38832/06
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ent, 20 M

ay 2010

）

（
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）　Id. para.14.
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）　European Court of H

um
an Rights, Jasinskis v. Latvia （A

pp. N
o.45744/08

） （Judgm
ent, 21 D

ecem
ber 2010

）

（
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（
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）　Id. para.59.

（
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）　European Court of H

um
an Rights, Stanev v. Bulgaria 
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o. 36760/06
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ber, Judgm

ent, 17 
January 2012

）

（
14
）　Id.para.72.

（
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）　Id.para.153.

（
16
）　Id.para.244.

（
17
）　Silvia Favalli, T

he U
nited N

ations Convention on the Rights of Persons w
ith D

isabilities in the Case Law
 of 

the European Court of H
um

an Rights and in the Council of Europe D
isability Strategy 2017

―2023: 

‘from
 Zero to 

H
ero

’. 18 H
U

M
. Rts. L. REV

.517, 526 （2018
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）　Reservations to the Convention on the Prevention and Punishm

ent of the Crim
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dvisory 
O

pinion of 28 M
ay 1951, 1951 ICJ Reports 15, 23.
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（
19
）　Second R

eport on G
eneral Principles of Law

 by M
arcelo V

ázquez-B
erm

údez, Special R
apporteur 

（International Law
 Com

m
ission 72

nd Session

）, para.130, U
N

 D
oc. A

/CN
.4/741 （9 A

pril 2020

）.
（
20
）　

大
森
正
仁
「
法
の
一
般
原
則
と
国
際
責
任
に
関
す
る
一
考
察
」『
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科 

開
設
百
年
記
念
論
文
集 

法
律

学
科
篇
』
五
二
三
頁
（
一
九
九
〇
年
）

（
21
）　O

liver Lew
is &

 A
nn Cam

pbell, V
iolence and abuse against people w

ith disabilities: A
 com

parison of the 
approaches of the European Court of H

um
an Rights and the U

nited N
ations Com

m
ittee on the Rights of Persons 

w
ith D

isabilities, 53 IN
T

ʼl J.L. &
 Psychiatry 45, 50

（2017

）.

（
22
）　

浅
田
正
彦
「
条
約
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条
約
第
十
八
条
に
定
め
る
義
務
の
不
確
実
性
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Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
と
の
関
係
を
素
材
に
」
芹
田
健
太
郎
・
坂
元
茂
樹
・

薬
師
寺
公
夫
・
浅
田
正
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・
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井
啓
亘
編
『
安
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先
生
追
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の
国
際
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承
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頁
（
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、
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年
）

（
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〇
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一
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現
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九
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七
カ
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択
議
定
書
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加
盟
し
て
い
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nited N
ations T
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M
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isabilities 
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］ （last visited 17 N
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（
24
）　

同
制
度
及
び
二
〇
一
六
年
ま
で
の
個
人
通
報
事
例
に
つ
い
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、
川
島
聡
「
第
四
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障
害
者
権
利
委
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島
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権
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施
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（
25
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日
本
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同
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定
書
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加
盟
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あ
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公
定
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い
た
め
、
訳
文
は
長
瀬
修
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東
俊
裕
・
川
島
聡
編
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障
害
者
の
権
利
条
約
と
日
本
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概
要
と
展
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』（
生
活
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
川
島
聡
＝
長
瀬
修
仮
訳
に
よ
っ
た
。

（
26
）　Com
m

ittee on the Rights of Persons w
ith D
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iew

s adopted by the Com
m

ittee under article 5 of the 
O

ptional Protocol, concerning com
m

unication N
o. 39/2017, Iuliia D

om
ina &

 M
ax Bendtsen v. D

enm
ark, CRPD
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C/ 20/D

/39/2017 （D
istr. 21 D

ecem
ber 2018
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（
27
）　Id. para.9.

（
28
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ith D
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